








































科 目 名 光エレクトロニクス２【ナノフォトニクスデバイス】 

科 目 分 類 専門教育科目 科目種別 電子光工学科 

配 当 学 年 ３年 必修・選択 選択 ＣＡＰ制 対象 

授 業 の 種 類 講義 単位数 ２単位 授業回数 １５ 

授 業 担 当 者 小田 久哉 単位認定責任者 小田 久哉 

授業科目の概要 

光エレクトロニクスは光と電子の融合した学問分野であり、電磁気学や量子力学が基礎となってい

る。近年の科学技術では重要な役割を果たしている。光エレクトロニクス２では主に半導体レーザ

やフォトダイオード等能動デバイスの原理や応用を学ぶとともに、最先端で研究開発されている量

子ドットやナノ構造体等についても紹介する。 

2023年度〜開講科目（学部）概要のみ 



科 目 名 情報システム開発基礎演習【ソフトウェア工学概論】 

科 目 分 類 専門教育科目 科目種別 情報システム工学科 

配 当 学 年 ３年 必修・選択 必修 ＣＡＰ制 対象 

授 業 の 種 類 講義 単位数 単位 授業回数 １５ 

授 業 担 当 者 小松川 浩、山川 広人 単位認定責任者 小松川 浩 

授業科目の概要 

本講義（演習）は、機械学習（AI）アルゴリズムをビッグデータに適用しながら新たなサービス創出

していくソフトウエア設計技法の修得を目指す。このため、前半では、オープンネットワークを活用

したWebアプリを題材としてソフトウエア設計技法やデータベース活用などを学習する。その次に

機械学習アルゴリズムの活用のため、Pythonを活用したプログラミングを行えるための実習を行

う。さらに、多層のニューラルネットワークで構成されるディープラーニングへの適用を試みる。そ

の上で、こうした技術を活用して、具体的なビッグデータを活用した分析を行いながら、その特性を

把握した上で、どのようなWebサービスの実現を図れるかを考えながら、一部ソフトウエア開発を

行う実習を行う。なお、本講義は、個人個人での活動を基本とすることから、授業は、反転授業形

式とし、予習をCBTやビデオ教材を活用して自分で学習し、Zoomを活用したグループワークで成

果の確認を図る形式とする。自ら手を動かしていくことを意識することが大事で、これを実践し、わ

からない箇所は自ら質問を行うなど、自律的な行動が求められる。なお、本講義での基本的な素

養を活用して、後期のソフトウエアデザインプロジェクトで実際のプロジェクト活動を展開する。 
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科 目 名 ハードウェアデザインプロジェクト【ハードウェアシステムプロジェクト】

科 目 分 類 専門教育科目 科目種別 情報システム工学科 

配 当 学 年 ３年 必修・選択 選択必修 ＣＡＰ制 対象 

授 業 の 種 類 講義 単位数 単位 授業回数 １５ 

授 業 担 当 者 山林 由明、三澤 明、福田 浩 単位認定責任者 山林 由明 

授業科目の概要 

ハードウェア関連のテーマを学生自ら選び、チームを編成して主体的に計画を立案、実践的にプ

ロジェクトを企画/構成しながら、そのプランに沿ったシステムの設計・製作・開発、動作検証し、そ

の経過と結果についてプレゼンテーションを行う。 

2023年度〜開講科目（学部）概要のみ 



科 目 名 ソフトウェアデザインプロジェクト【ICTソリューションプロジェクト】

科 目 分 類 専門教育科目 科目種別 情報システム工学科 

配 当 学 年 ３年 必修・選択 選択必修 ＣＡＰ制 対象 

授 業 の 種 類 講義 単位数 単位 授業回数 １５ 

授 業 担 当 者 小松川 浩、深町 賢一、山川 広人 単位認定責任者 小松川 浩 

授業科目の概要 

IT Sier(企画提案者)や企業化（ベンチャー）を目指すプロジェクトチームの立場で、実ユーザを想

定したITサービスの提案を行うプロジェクトを実施する。そのため、具体的な顧客を想定したサー

ビスの提案を行う。この際、AI・VR・ARなどの技術的な新規性を意識したり，実際にサービスを動

かすためのソフトウエア設計技法、サービスを維持するためのネットワーク（クラウド・IoT）技術も

検証しながらプロジェクトを進める。完成度の高いソフトウエア開発までは求めないが、簡単なデモ

版を顧客に示す程度の実装（実現可能性）を求める。この際、どのようなビジネスモデルで提供す

るのか（パッケージ提供？クラウドサービス？）、安全に提供できるのか（セキュリティは？）、生産

性は高いか（データサイエンス的分析に基づくか）等のうちいずれかを意識して取組むこととする。

これにより、実際に新サービスを提案・導入できるような道筋を経験して、参加する学生プロジェク

トのベンチャーマインドを高めていく。なお、高いサービスの提案が可能なチームは、総務省主催

の起業家甲子園へのエントリーも推奨する。 
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科 目 名 サービスデザインプロジェクト【サービスプロジェクト】

科 目 分 類 専門教育科目 科目種別 情報システム工学科 

配 当 学 年 ３年 必修・選択 選択必修 ＣＡＰ制 対象 

授 業 の 種 類 講義 単位数 単位 授業回数 １５ 

授 業 担 当 者 
曽我 聡起、村井 哲也、今井 順一、小林 

大二、Randy L.Evans 
単位認定責任者 曽我 聡起 

授業科目の概要 

同じ目標を持つ複数のメンバーによるプロジェクトチームによって，大学の講義や演習などを通し

て学んだ知識を活かして社会が抱える課題を見出し，予算，時間などの限られたリソースの中で，

課題の解決に向けて計画的に取り組む実践的授業科目である。 

各プロジェクの進捗および成果は担当教員へ適宜報告し，最終的な成果は，プレゼンテーション

によって評価される。 
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科 目 名 AIと機械学習【人工知能】 

科 目 分 類 専門教育科目 科目種別 情報システム工学科 

配 当 学 年 ３年 必修・選択 選択 ＣＡＰ制 対象 

授 業 の 種 類 講義 単位数 単位 授業回数 １５ 

授 業 担 当 者 小松川 浩、上野 春毅 単位認定責任者 小松川 浩 

授業科目の概要 

人工知能全体の歴史を概観しながら、最新のAI・機械学習技術の修得を目指す。本授業では、汎

用的なAI手法と実装（開発）を目指すことから、Pythonを活用したプログラミングと数理（AIアルゴリ

ズム）を組み合わせて、実際にAIの開発を行えることを意識する。具体的には、自然言語処理に

絡む形態素解析や語彙分析から最新の機械学習手法を学ぶ。さらに、決定木を活用した分類問

題から、ディープラーニング手法を活用した画像分類も学習する。人工知能の数理的な基本を理

解しながら、実際のPythonを活用したコーディングまで行うことから、自律的な学習を心がけて取り

組むことを期待する。また、本講義は、必修の情報システム開発演習と連動した内容となってい

る。なお、本講義は、汎用的な開発環境での開発を目指しているので、BYODでの授業参加を計

画している。これにより、自宅などでもAI開発を行えるようにする。従って、オンラインでの実施を前

提にする。 
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科 目 名 サービスデザイン【サービス工学】

科 目 分 類 専門教育科目 科目種別 情報システム工学科 

配 当 学 年 ３年 必修・選択 選択 ＣＡＰ制 対象 

授 業 の 種 類 講義 単位数 単位 授業回数 １５ 

授 業 担 当 者 曽我 聡起、小林 大二 単位認定責任者 曽我 聡起 

授業科目の概要 

 利用者へサービスを提供するための情報システムのデザイン（設計）アプローチについて解説す

る。情報システムの利用のしやすさは，サービス自体の価値に大きな影響を及ぼすことから，利用

者の視点からの情報システム，特に，インタラクティブシステムのデザインアプローチを国際規格

ISO 9241-210（日本産業規格JIS Z8530）に則って解説し，サービス分野の関連科目のすべての

講義内容を総括する。特に，インタラクティブシステムの形成的評価，および総括的評価について

は，統計的手法や質問紙法について解説する。 
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	5-5.シラバス様式　2022年度〜概要のみ（生化学B／坂井）
	5-6.シラバス様式　2022年度〜概要のみ（無機材料／川辺）
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